第３章　生活の現状とニーズ
１．住まい

（１）現在の住まい

現在の住まいは、いずれも「持ち家」（分譲マンション含む）が最も高くなっています。なお、知的障がいのある人では、「グループホーム」が11.1％とほかの障がい等に比べて高くなっています。

図表３－１　現在の住まい
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手帳未所持 （n=   35）

持ち家 借家 市営・県営住宅

グループホーム 入所施設 高齢者向けの入居・入所施設

その他 無回答 （注）１％未満の数値は省略しました。

障がい者

年齢別にみると、身体に障がいのある人と指定難病患者以外は、年齢が高いほど「持ち家」が低い傾向にあります。
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障がいのある児童でも、「持ち家」（分譲マンション含む）が高くなっています。
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入所施設 高齢者向けの入居・入所施設 その他

無回答 （注）１％未満の数値は省略しました。

障がい児
（２）今後の住まいの希望
今後の住まいの希望についてたずねたところ、いずれも「自宅（家族等と同居）」が最も高くなっています。なお、知的障がいのある人では、「グループホーム」が16.0％とほかの障がい等に比べて高くなっています。また、視覚や精神に障がいのある人、手帳未所持者では「自宅（ひとり暮らし）」が20％を超えています。

図表３－２　今後の住まいの希望
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障がい者

年齢別にみると、いずれも年齢が高いほど「自宅（家族等と同居）」が低い傾向にあります。
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障がいのある児童では、「自宅（家族等と同居）」が90％程度と特に高くなっているものの、15歳以上では70％程度となり、「自宅（ひとり暮らし）」が18.1％となっています。
障がい別にみると、精神に障がいのある人で「自宅（ひとり暮らし）」が17.8％と、ほかの障がい等に比べて高くなっています。
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無回答
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障がい児
（３）今後の自宅での暮らし方
今後、自宅（家族等と同居またはひとり）で暮らしたい人に、自宅での暮らし方についてたずねたところ、肢体不自由者と手帳未所持者以外では、「家族の支援で暮らしたい」が最も高くなっています。なお、肢体不自由者では「在宅サービスや通所サービスを利用して暮らしたい」が最も高く、手帳未所持者では「だれの支援も受けないで暮らしていきたい」が50％を超えて最も高くなっています。

図表３－３　今後の自宅での暮らし方
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障がい者

年齢別にみると、概ね年齢が高いほど、「だれの支援も受けないで暮らしていきたい」が低く、「在宅サービスや通所サービスを利用して暮らしたい」が高い傾向にあります。
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障がいのある児童では、「家族の支援で暮らしたい」が最も高くなっています。
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「その他」として、主に次のような記入がありました。

	区　　分
	主な内容

	身体障がい
	・受けられる支援や利用できる制度は使いつつひとりで暮らしたい

・親戚やいとこ、家族の支援
・家族の支援と在宅サービス等を利用したい

・自宅で死を迎えたい

・入所施設

・病院

・状態によって考えたい

・今のところは考えていない

・まだわからない
・自身で決められない

	知的障がい
	・家族の支援がなくなったら、在宅サービス、入所施設のことも考えたい

・入所施設で生活したい
・他者と交流したい

	精神障がい
	・ひとりは無理

・人と支え合う

・グループホームで暮らしたいが、お金がないので無理

・生活保護

・生きたくない

・今のところ、わからない
・どうしたらよいのか、わからない

	指定難病
	・頼りにできる家族がいないから、どうすればよいか

・施設に入っている
・まだ支援を必要としていない

・わからない

	手帳未所持
	・家族以外の支援

	障がい児
	・家族の支援と公的支援を併用して暮らしたい

・自立できるように努力する

・入所施設

・将来的にはグループホームを考えている

・先のことはわからない

・まだ決まっていない

・まだわからない

・わからない


２．生活支援

（１）支援の状況

日常生活での支援の状況についてたずねたところ、指定難病患者と手帳未所持者以外は、「支援を必要とすることがある」が「支援を必要とすることはない」よりも高く、特に知的障がいあるの人では80％を超えています。

図表３－４　支援の状況
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指定難病 （n=123）

手帳未所持（n= 16）

障がい者

等級別にみると、「支援を必要とすることがある」は、重度ほど高い傾向にあり、「支援を必要とすることはない」よりも低くなっているのは身体障害者手帳の５・６級、精神障害者保健福祉手帳の３級です。
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肢体不自由 （n=378）

内部障がい （n=308）


障がいのある児童では、「支援を必要とすることがある」が76.8％と高くなっています。
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10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代

60歳代 70歳代 80歳以上 無回答

（注）１％未満の数値は省略しました。

障がい児
（２）支援者

主な支援者は、身体に障がいのある人と指定難病患者では「配偶者」、知的・精神に障がいのある人、手帳未所持者では「父母・義父母」が最も高くなっています。

図表３－５　主な支援者
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40.6 

11.7 

1.4 

7.0 

19.6 

28.3 

18.7 

13.3 

9.4 

8.7 

6.3 

1.6 

1.6 

2.0 

1.9 

0.8 

1.8 

1.6 

1.6 

1.4 

0.8 

3.9 

1.9 

1.6 

3.0 

0.3 

1.9 

0.6 

0.6 

1.4 

2.0 

0.6 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障 が い 児 （n=317）

５歳以下 （n= 73）

６～11歳 （n=129）

12～14歳 （n= 51）

15歳以上 （n= 53）

身体障がい（n=123）

知的障がい（n=166）

精神障がい（n= 32）

指定難病 （n=  2）

小児慢性特定疾病

（n= 23）

手帳未所持（n= 64）

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上 無回答

年

齢

別

障

が

い

別

障がい者

身体に障がいのある人について、さらに障がいの種類別にみると、肢体不自由者のみ「子ども」が最も高くなっています。
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３ 級 （n=202）

４ 級 （n=122）

５ 級 （n= 27）

６ 級 （n= 19）

Ａ （n=  3）

Ａ １ （n= 47）

Ａ ２ （n= 42）

Ｂ １ （n= 57）

Ｂ ２ （n= 38）

１ 級 （n= 43）

２ 級 （n= 81）

３ 級 （n= 16）

家族の中の他の人に支援されたい ヘルパーなどの支援により、自宅で暮らしたい

グループホームで暮らしたい 施設に入所したい

その他 無回答

精

神

障

が

い

知

的

障

が

い

身

体

障

が

い


障がいのある児童では、概ね「母」または「父」となっています。
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身体障がい （n=908）

視覚障がい （n=123）

聴覚等障がい（n= 89）

言語等障がい（n= 28）

肢体不自由 （n=370）

内部障がい （n=298）

知的障がい （n=199）

精神障がい （n=143）

指定難病 （n=121）

手帳未所持 （n= 16）

している していない 何をしたらよいかわからない 無回答

障がい児
（３）支援者の年齢

主な支援者の年齢は、「60歳代」以上が、身体に障がいのある人では58.1％、知的障がいのある人では47.2％、精神に障がいのある人では46.9％、指定難病患者では54.5％、手帳未所持者では31.3％となっています。これにつづく「50歳代」も、身体に障がいのある人で19.1％、知的障がいのある人で31.7％、精神に障がいのある人で23.1％、指定難病患者で24.8％、手帳未所持者で37.5％あります。
図表３－６　主な支援者の年齢
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Ａ １ （n= 48）

Ａ ２ （n= 43）

Ｂ １ （n= 76）

Ｂ ２ （n= 57）

１ 級 （n= 56）

２ 級 （n=129）

３ 級 （n= 38）

利用している 利用したことはあるが、現在は利用していない

利用したことはないが、今後利用したい 利用したことはなく、今後も利用しない

わからない 無回答

精
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が
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が

い
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い

障がい者

障がいのある児童では、「30歳代」と「40歳代」で80％以上を占めています。
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肢体不自由 （n=  504）

内部障がい （n=  586）

知的障がい （n=  244）

精神障がい （n=  228）

指定難病 （n=  272）

手帳未所持 （n=   35）

利用している 利用したことはあるが、現在は利用していない

利用したことはないが、今後利用したい 利用したことはなく、今後も利用しない

わからない 無回答

障がい児
（４）将来の支援のあり方

「60歳代」以上の支援者が多く、今後、さらに支援者の高齢化が危惧される中、高齢や病気などにより、支援してもらえなくなった際の暮らし方についてたずねたところ、肢体不自由者と知的障がいのある人以外では「ヘルパーなどの支援により、自宅で暮らしたい」が最も高くなっています。なお、肢体不自由者では「施設に入所したい」、知的障がいのある人では「グループホームで暮らしたい」が最も高くなっています。

図表３－７　いつも支援してくれる方が高齢、病気などにより、将来支援してもらえなくなった場合、どうしたいか
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１ 級 （n= 56）

２ 級 （n=129）

３ 級 （n= 38）

利用している 利用したことはあるが、現在は利用していない

利用したことはないが、今後利用したい 利用したことはなく、今後も利用しない

わからない 無回答
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が
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的
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い

障がい者

等級別にみると、知的障がいのある人では、重度ほど「施設に入所したい」や「グループホームで暮らしたい」という自宅外での暮らしの希望が高い傾向にあります。
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障 が い 児 （n=414）

５歳以下 （n= 80）

６～11歳 （n=165）

12～14歳 （n= 79）

15歳以上 （n= 72）

身体障がい（n=143）

知的障がい（n=192）

精神障がい（n= 45）

指定難病 （n=  2）

小児慢性特定疾病

（n= 23）

手帳未所持（n= 99）

利用している 利用したことはあるが、現在は利用していない

利用したことはないが、今後利用したい 利用したことはなく、今後も利用しない

わからない 無回答
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が

い

別

年

齢

別


障がいのある児童では、「家族の中の他の人に支援されたい」が50％以上を占め、最も高くなっています。
年齢別にみると、年齢が高いほど「家族の中の他の人に支援されたい」が低い傾向にある一方、年齢が高いほど「施設に入所したい」が高い傾向にあります
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

サービス提供事業所を増やす

サービスの時間や回数（日数）を増やす

障がいの特性にあったサービスを設ける

介護保険のサービスを利用することになっ

ても、同様の支援が受けられる .

サービス提供事業所の従業者の障がいに対

する理解を促進する .

事業所を選択するためのわかりやすい情報

提供を行う .

サービスの苦情や改善について対応する場

を充実する .

相談支援事業所を増やして使いやすくする

申請や契約などの事務手続きをわかりやす

くする .

特にない

その他

無回答

身体障がい（n=1,468）

知的障がい（n=  244）

精神障がい（n=  228）

指定難病 （n=  272）

手帳未所持（n=   35）

障がい児
「その他」として、主に次のような記入がありました。

	区　　分
	主な内容

	身体障がい
	・ほかの家族または施設のどちらか

・自宅では暮らせないことだけはわかっている

・自分でできる方法を模索する

・自分が支援したい

・ケアマネジャーと相談

・サービス付高齢者住宅
・施設入所中

・生活保護

・生きていたくない
・今はまだ考えられない

・考えたことがない

・まだわからない

・わからない

	知的障がい
	・できれば自立できるように努力している

・家族が支援できなくなったら、入所するとこも考えている

・見守り程度の支援はほしい

・グループホームで継続して暮らしたい

・サテライト型グループホーム

・施設入所

・アパート

・会社の人など

・死を待つだけ

・わからない

	精神障がい
	・ひとりで生活するしかない

・ひとりで大丈夫、ネコがいるからいやされてる

・自分で日常生活をやっていくか、ヘルパーなどに頼む

・入院する

・入院している施設で暮らしたい

・借家

・死にたい

・生活保護を受ける予定

・考えていない

・わからない

	指定難病
	・施設の方にお願いする
・病院に入院(レスパイト)

	手帳未所持
	・自分の力で何とかしたい
・家族以外

・まだ考えていない

	障がい児
	・それまでに自立したい

・自分で頑張りたい

・自立したい

・自立できるように努力したいが相談には乗ってほしいと思う

・家族の中の他の人の支援と公的支援を受けたい
・祖父母
・今は考えられない
・まだわからない

・わからない


（５）将来の支援継続のための対策
支援者の高齢化や病気などにより、将来支援してもらえなくなった際に、ヘルパーなどの支援、グループホームや施設への入居・入所の意向が高い中、将来の支援継続のための対策をしているか、18歳以上の障がいのある人にたずねたところ、「していない」が概ね40％以上を占めています。一方、「している」は、身体に障がいのある人では15.1％、知的障がいのある人では21.6％、精神に障がいのある人では11.9％、指定難病患者では14.0％、手帳未所持者では6.3％となっています。また、「何をしたらよいかわからない」が概ね20～30％程度あります。
図表３－８　いつも支援してくれる方が高齢、病気などにより、将来支援してもらえなくなった場合に備えた対策をしているか
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サービス提供事業所を増やす

サービスの時間や回数（日数）を増やす

障がいの特性にあったサービスを設ける

介護保険のサービスを利用することになっ

ても、同様の支援が受けられる .

サービス提供事業所の従業者の障がいに対

する理解を促進する .

事業所を選択するためのわかりやすい情報

提供を行う .

サービスの苦情や改善について対応する場

を充実する .

相談支援事業所を増やして使いやすくする

申請や契約などの事務手続きをわかりやす

くする .

特にない

その他

無回答

視覚障がい （n=167）

聴覚等障がい（n=159）

言語等障がい（n= 52）

肢体不自由 （n=504）

内部障がい （n=586）

障がい者

等級別にみると、知的・精神に障がいのある人では、重度ほど「している」が高い傾向にあります。
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サービス提供事業所を増やす

サービスの時間や回数（日数）を増やす

障がいの特性にあったサービスを設ける

サービス提供事業所の従業者の障がいに対

する理解を促進する .

事業所を選択するためのわかりやすい情報

提供を行う .

サービスの苦情や改善について対応する場

を充実する .

相談支援事業所を増やして使いやすくする

申請や契約などの事務手続きをわかりやす

くする .

特にない

その他

無回答

障がい児 （n=414）

５歳以下（n= 80）

６～11歳（n=165）

12～14歳（n= 79）

15歳以上（n= 72）


いつも支援してくれる方が高齢、病気などにより、将来支援してもらえなくなった場合に備えた対策をしている人に具体的な対策をたずねたところ、主に次のような記述がありました。

	区　　分
	主な内容

	身体障がい
	・ケアマネジャーさんにお願いしている。

・現在利用している事業所にどこかほかに引き継いでもらえるよう頼んである。

・コロナ前は医療型障がい者入所施設にて短期入所（宿泊）を体験していた。

・ショートステイを使って施設に慣れる。ヘルパーさんや看護師さんに知ってもらう。
・ロングショートステーの利用。
・グループホームの見学。
・入所施設に申し込み。

・入所施設のある通所施設に通っていて対応してもらっている。
・成年後見人がついているので状況に合わせて支援を受けられる。
・将来、生活していくのに困らないように預金している。

・財産管理。

・トイレの改造、玄関・廊下・階段等に手すりの取り付け。

・リレーサービス。

・利用できる制度、支援について勉強している。

	知的障がい
	・できることをふやせるように努力している。

・通所の職員に相談している。

・移動支援等を利用し、どんな人とでも交流していけるようにしている。
・月～金はグループホーム、土・日・祝日は自宅で生活するようにしている。

・福祉ホームに入って練習中。

・短期入所等を利用している。

・短期入所等を利用して、家族以外とでも泊まって過ごせるように練習している。

・ショートステイを利用している施設に入所の予約をしてある。今は、順番待ち。

・入所施設に入所希望をしている。

・入所施設も調べている。

・成年後見を利用している。

・兄弟にお金の管理してもらうように、常に家族間で話し合いをしている。

・社協でのお金の管理。

・貯金。

	精神障がい
	・遠方に住む兄弟や地域のサービスと連携している(定期的に連絡を取っている)。
・息子に相談済み。

・ショートステイを使っている。

・施設等の見学や生活費等の算出、貯えの見直し。

・貯蓄、投資している。

	指定難病
	・訪問ヘルパー、看護を頼んでいる。

・施設にお願いしている。
・長期で預かってくれる施設を常に探している。

・預金。生命保険。

	手帳未所持
	・薬の確認をしたり、家具の更新をしている。


３．生活支援サービス

（１）居宅介護

在宅における生活支援サービスのうち、自宅で、入浴、排せつ、食事などの身体介護や調理、洗濯、掃除などの家事援助などを受ける居宅介護の利用状況等について、「利用している」は、身体に障がいのある人では20％程度となっており、それ以外では10％以下となっています。また、「利用したことはないが、今後利用したい」は、視覚障がいのある人と知的障がいのある人、指定難病患者で20％を超えています。

図表３－９　居宅介護の利用状況等
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身体障がい （n=1,468）

視覚障がい （n=  167）

聴覚等障がい（n=  159）

言語等障がい（n=   52）

肢体不自由 （n=  504）

内部障がい （n=  586）

知的障がい （n=  244）

精神障がい （n=  228）

指定難病 （n=  272）

手帳未所持 （n=   35）

ほぼ毎日 週２回以上 月３～４回

月１～２回 ほとんど通院しない その他

無回答

障がい者

等級別にみると、「利用している」はいずれも重度ほど高い傾向にあるものの、「利用したことはないが、今後利用したい」は知的障がいのある人のみ重度ほど高い傾向にあります。
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障 が い 児 （n=414）

５歳以下 （n= 80）

６～11歳 （n=165）

12～14歳 （n= 79）

15歳以上 （n= 72）

身体障がい（n=143）

知的障がい（n=192）

精神障がい（n= 45）

指定難病 （n=  2）

小児慢性特定疾病

（n= 23）

手帳未所持（n= 99）

ほぼ毎日 週２回以上 月３～４回

月１～２回 ほとんど通院しない その他

無回答

障

が

い

別

年

齢

別


（２）重度訪問介護

重度の肢体不自由のため常に介護を必要とする人が、自宅で、入浴、排せつ、食事などの生活全般の介護や外出の際の移動などの支援を総合的に受ける重度訪問介護の利用状況等について、「利用している」は、肢体不自由者では10％程度となっており、指定難病患者では10％以下となっています。また、「利用したことはないが、今後利用したい」は、いずれも10％台となっています。
肢体不自由者を等級別にみると、「利用している」は、重度ほど高い傾向にあります。
図表３－10　重度訪問介護の利用状況等
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

通院するときに支援をしてくれる人がいない

専門的な治療を行う医療機関が身近にない

専門的なリハビリができる機関が身近にない

ちょっとした病気やけがのときに受け入れて

くれる医療機関が身近にない .

気軽に往診を頼める医師がいない

歯科診療を受けられない

医療費や交通費の負担が大きい

特にない

その他

無回答

身体障がい（n=1,468）

知的障がい（n=  244）

精神障がい（n=  228）

指定難病 （n=  272）

手帳未所持（n=   35）

障がい者

（３）生活介護

通所による生活支援サービスのうち、常に介護を必要とする人が、施設に通所し、入浴、排せつ、食事などの介護などが受けられ、創作活動や生産活動ができる生活介護の利用状況等について、「利用している」は、身体に障がいのある人と知的障がいのある人では10％台、精神に障がいのある人と指定難病患者では10％以下となっています。また、「利用したことはないが、今後利用したい」は、手帳未所持者以外で10％台となっています。なお、身体に障がいのある人のうち、肢体不自由者については、「利用している」が20％を超えており、「利用したことはないが、今後利用したい」が10％以下となっています。
図表３－11　生活介護の利用状況等
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専門的な治療を行う医療機関が身近にない

専門的なリハビリができる機関が身近にない

ちょっとした病気やけがのときに受け入れて

くれる医療機関が身近にない .

気軽に往診を頼める医師がいない

歯科診療を受けられない

医療費や交通費の負担が大きい

特にない

その他

無回答

視覚障がい （n=167）

聴覚等障がい（n=159）

言語等障がい（n= 52）

肢体不自由 （n=504）

内部障がい （n=586）

障がい者

等級別にみると、「利用している」は、概ね重度ほど高い傾向にあります。
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通院するときに支援をしてくれる人がいない

専門的な治療を行う医療機関が身近にない

専門的なリハビリができる機関が身近にない

ちょっとした病気やけがのときに受け入れて

くれる医療機関が身近にない .

気軽に往診を頼める医師がいない

歯科診療を受けられない

医療費や交通費の負担が大きい

特にない

その他

無回答

障がい児 （n=414）

５歳以下（n= 80）

６～11歳（n=165）

12～14歳（n= 79）

15歳以上（n= 72）


（４）児童発達支援

主に未就学児童が日常生活の基本的な動作や知識などの習得、集団生活への適応訓練などの支援を受ける児童発達支援の利用状況等について、「利用している」は、身体に障がいのある児童では31.5％、知的障がいのある児童では46.9％、精神に障がいのある児童では22.2％、小児慢性特定疾病患者では47.8％、手帳未所持者では67.7％となっています。また、「利用したことはないが、今後利用したい」は、精神に障がいのある児童で11.1％あるものの、これ以外では10％以下となっています。
図表３－12　児童発達支援の利用状況等
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気管内挿入、気管切開

人工呼吸器

在宅酸素療法

吸入、ネブライザー（６回／日以上）

吸引（６回／日以上）

経管栄養（経鼻、胃ろう、腸ろう）

導尿（３回／日以上）

モニター測定（血圧、心拍、酸素飽和度等）

特にない

その他

無回答

肢体不自由（n=504）

内部障がい（n=586）

指定難病 （n=272）

障がい児
（５）日中一時支援

介護している家族の負担を軽くする（レスパイトケア）ため、障がいのある人が昼間に活動する場所を提供する日中一時支援の利用状況等について、「利用している」は、身体に障がいのある児童では16.8％、知的障がいのある児童では18.8％、小児慢性特定疾病患者では34.8％、精神に障がいのある人と手帳未所持者ではわずかとなっています。また、「利用したことはないが、今後利用したい」は、身体に障がいのある児童で21.0％、知的障がいのある児童で29.7％、精神に障がいのある人で17.8％、小児慢性特定疾病患者で17.4％、手帳未所持児童で8.1％となっています。

図表３－13　日中一時支援の利用状況等
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

なるべく体を動かすようにしている

なるべく外出したり、人と会うようにしている

栄養バランスの良い食事を取るよう心がけてい

る .

規則正しい生活を送るよう心がけている

定期的に健康診断や医師の診察を受けるように

している .

ストレスを解消するよう心がけている

特にない

その他

無回答

身体障がい（n=1,468）

知的障がい（n=  244）

精神障がい（n=  228）

指定難病 （n=  272）

手帳未所持（n=   35）

障がい児
（６）短期入所

介護している家族が病気などの場合に、障がいのある人が施設に短い間入所し、入浴、排せつ、食事などの介護を受ける短期入所の利用状況等について、「利用している」は、身体に障がいのある児童で11.9％、知的障がいのある児童で10.9％、小児慢性特定疾病患者で21.7％となっています。また、「利用したことはないが、今後利用したい」は、身体に障がいのある人で28.7％、知的障がいのある人で36.5％、精神に障がいのある人で15.6％、小児慢性特定疾病患者で13.0％となっており、手帳未所持児童ではわずかとなっています。

図表３－14　短期入所の利用状況等
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

なるべく体を動かすようにしている

なるべく外出したり、人と会うようにしている

栄養バランスの良い食事を取るよう心がけてい

る .

規則正しい生活を送るよう心がけている

定期的に健康診断や医師の診察を受けるように

している .

ストレスを解消するよう心がけている

特にない

その他

無回答

視覚障がい （n=167）

聴覚等障がい（n=159）

言語等障がい（n= 52）

肢体不自由 （n=504）

内部障がい （n=586）

障がい児
（７）サービスへのニーズ

自宅や通所施設等での生活支援サービスへのニーズをたずねたところ、身体に障がいのある人と指定難病患者では「申請や契約などの事務手続きをわかりやすくする」、知的・精神に障がいのある人、手帳未所持者では「障がいの特性にあったサービスを設ける」が、それぞれ最も高くなっています。

図表３－15　サービスをよりよいものとし、生活を充実させるために必要なこと（複数回答）
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就労（賃金、営業収入等）

預金・貯金

同居家族の扶養

仕送り

障害年金

障害年金以外の年金

特別障害者手当

生活保護

その他

無回答

身体障がい（n=1,468）

知的障がい（n=  244）

精神障がい（n=  228）

指定難病 （n=  272）

手帳未所持（n=   35）

障がい者
身体に障がいのある人について、さらに障がいの種類別にみると、内部障がいのある人以外は「障がいの特性にあったサービスを設ける」が最も高くなっています。
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障害年金以外の年金

特別障害者手当

生活保護

その他

無回答

視覚障がい （n=167）

聴覚等障がい（n=159）

言語等障がい（n= 52）

肢体不自由 （n=504）

内部障がい （n=586）


単位：％

	区
分
	サービス提供事業所を増やす
	サービスの時間や回数（日数）を増やす
	障がいの特性にあったサービスを設ける
	介護保険のサービスを利用することになっても、同様の支援が受けられる
	サービス提供事業所の従業者の障がいに対する理解を促進する
	事業所を選択するためのわかりやすい情報提供を行う
	サービスの苦情や改善について対応する場を充実する
	相談支援事業所を増やして使いやすくする
	申請や契約などの事務手続きをわかりやすくする
	特にない
	その他
	無回答

	身体障がい
	１級（n=490）
	21.4
	22.4
	36.1
	18.6
	19.2
	23.3
	13.1
	15.9
	35.9
	14.3
	3.9
	12.0

	
	２級（n=231）
	16.0
	22.5
	41.1
	17.3
	19.5
	25.5
	11.7
	14.7
	34.6
	15.2
	6.1
	9.1

	
	３級（n=321）
	16.8
	15.0
	32.7
	19.3
	16.5
	23.4
	10.0
	17.8
	38.6
	18.1
	4.0
	13.1

	
	４級（n=239）
	15.9
	15.9
	35.6
	16.3
	12.1
	24.7
	14.2
	15.1
	39.3
	18.4
	3.8
	12.6

	
	５級（n= 61）
	11.5
	6.6
	34.4
	9.8
	16.4
	19.7
	9.8
	14.8
	37.7
	19.7
	4.9
	16.4

	
	６級（n= 53）
	5.7
	7.5
	39.6
	18.9
	13.2
	28.3
	7.5
	17.0
	37.7
	18.9
	1.9
	5.7

	知的障がい
	Ａ　（n=  4）
	-
	-
	50.0
	50.0
	-
	25.0
	-
	25.0
	-
	-
	-
	-

	
	Ａ１（n= 48）
	43.8
	45.8
	45.8
	35.4
	50.0
	31.3
	22.9
	25.0
	35.4
	4.2
	6.3
	6.3

	
	Ａ２（n= 43）
	32.6
	14.0
	65.1
	23.3
	41.9
	34.9
	30.2
	20.9
	46.5
	7.0
	9.3
	7.0

	
	Ｂ１（n= 76）
	18.4
	13.2
	27.6
	13.2
	23.7
	26.3
	11.8
	27.6
	34.2
	22.4
	1.3
	10.5

	
	Ｂ２（n= 57）
	12.3
	12.3
	35.1
	19.3
	21.1
	24.6
	12.3
	19.3
	36.8
	24.6
	5.3
	8.8

	精神障がい
	１級（n= 56）
	16.1
	17.9
	44.6
	17.9
	21.4
	17.9
	14.3
	17.9
	30.4
	16.1
	12.5
	12.5

	
	２級（n=129）
	19.4
	14.0
	37.2
	17.1
	17.8
	18.6
	12.4
	24.8
	35.7
	21.7
	7.0
	8.5

	
	３級（n= 38）
	21.1
	21.1
	47.4
	21.1
	44.7
	28.9
	21.1
	31.6
	57.9
	15.8
	5.3
	7.9


障がいのある児童では、「障がいの特性にあったサービスを設ける」が最も高くなっているものの、５歳以下では「事業所を選択するためのわかりやすい情報提供を行う」が最も高く、ほかの年齢層に比べて高くなっています。
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知的障がい（n=244）

18～39歳（n=144）

40～64歳（n= 79）

65歳以上（n= 19）

精神障がい（n=228）

18～39歳（n= 53）

40～64歳（n=126）

65歳以上（n= 47）

利用している 利用したことはないが、今後利用したい

利用したことはなく、今後も利用しない 制度のことがよくわからない

その他 無回答

障がい児
障がい別にみても、概ね「障がいの特性にあったサービスを設ける」が最も高くなっています。
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身体障がい （n=1,468）

視覚障がい （n=  167）

聴覚等障がい（n=  159）

言語等障がい（n=   52）

肢体不自由 （n=  504）

内部障がい （n=  586）

知的障がい （n=  244）

精神障がい （n=  228）

指定難病 （n=  272）

手帳未所持 （n=   35）

満足している どちらかといえば満足している

どちらかといえば満足していない 満足していない

どちらともいえない 無回答


「その他」として、主に次のような記入がありました。

	区　　分
	主な内容

	身体障がい
	・24時間サービス

・単なる介護ではなくリハビリをやってほしい

・低料金でサービスを受けられるようにしてほしい

・費用の軽減

・職員の方の処遇改善する

・言語聴覚士の人数を増やしてほしい

・病院、施設、自宅や家族との連携の強化

・すべての情報入手方法をわかりやすく簡単に提供する
・気軽に相談できるよう、相談しやすい場所を設けてほしい

・相談窓口を増やす

・手続きをなるべく少なくしてほしい
・利用したことがないのでわからない

	知的障がい
	・事業所の従業員の待遇をよくし、従業員の質を向上

・県や市は、事業所内や介護サービスの場の見回りや点検をしっかりすべき

・相談できる人が家に来てほしい

・わからない

	精神障がい
	・利用できる幅を増やす

・障害者でもお仕事ができる(生きがいとして)

・専門性のある人と面接の機会を増やす

・タクシーチケットや交通手段を充実させてほしい、割引など

・お金

・受けていないので、わからない

	指定難病
	・どの施設でも難病受給者証が使えるようにしてほしい

・更新期間の延長

・高所得者、低所得者、あるいは納税額により、利用する額を変えてほしい

・サービスを安価にする

・従業者の賃金を上げる
・スタッフさんの待遇向上

・介護職員を増やす

・必要以上の申請書類、もう少し簡素化し、わかりやすい事務書類が必要

・病院の先生によってなかなか手続きがしてもらえない

・受けたことがないので、考えつかない

	手帳未所持
	・精神、発達障害の支援を増やす

	障がい児
	・土日祝日に利用できる事業所を増やす

・訪問介護ステーションを同日に２カ所使いたい

・その子に合った訓練がほしい

・サービス提供事業所の質の確保

・事業所スタッフの増員とスキルアップするための制度化と義務化

・職員のスキルも必要だと思うが、それ以上に温かく支えてくれる気持ちを持った人を増やしてほしい

・看護師を増やす

・通所施設で働くスタッフの方を増やす

・資格あるなしに関わらず、また、経験のあるなしに関わらず１事業所内のスタッフ数を増やす

・事業所を利用したくても親が自らどこが空いているか受け入れてもらえるかの問い合わせからやらなくてはならない、代行窓口が必要

・学校などとの連携を密に行う

・医療、福祉、教育、保育、家庭、行政の更なる連携

・防犯カメラ設置など安全安心に配慮する

・身障手帳がない聴覚障害者への補聴器購入、修理などの補助


４．医療・健康

（１）通院の状況

通院の状況については、いずれも「月１～２回」が最も高くなっています。

図表３－16　通院の状況
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

障 が い 児 （n=414）

５歳以下 （n= 80）

６～11歳 （n=165）

12～14歳 （n= 79）

15歳以上 （n= 72）

身体障がい（n=143）

知的障がい（n=192）

精神障がい（n= 45）

指定難病 （n=  2）

小児慢性特定疾病

（n= 23）

手帳未所持（n= 99）

満足している どちらかといえば満足している

どちらかといえば満足していない 満足していない

どちらともいえない 無回答

障

が

い

別

年

齢

別

障がい者
年齢別にみても、いずれも「月１～２回」が最も高くなっています。
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（n= 23）

手帳未所持（n= 64）
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障がいのある児童では、手帳未所持児童を除き、「月１～２回」が最も高くなっています。
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身体障がい （n=908）

視覚障がい （n=123）

聴覚等障がい（n= 89）

言語等障がい（n= 28）

肢体不自由 （n=370）

内部障がい （n=298）

知的障がい （n=199）

精神障がい （n=143）

指定難病 （n=121）

手帳未所持 （n= 16）

家族の中の他の人に支援されたい ヘルパーなどの支援により、自宅で暮らしたい

グループホームで暮らしたい 施設に入所したい

その他 無回答

障がい児
（２）通院における困りごと

通院における困りごとについてたずねたところ、いずれも「特にない」が50％以上を占めています。これ以外の具体的な選択項目の中では、概ね「医療費や交通費の負担が大きい」が最も高くなっています。

図表３－17　通院における困りごと（複数回答）
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2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

サービス提供事業所を増やす

サービスの時間や回数（日数）を増やす

障がいの特性にあったサービスを設ける

サービス提供事業所の従業者の障がいに対

する理解を促進する .

事業所を選択するためのわかりやすい情報

提供を行う .

サービスの苦情や改善について対応する場

を充実する .

相談支援事業所を増やして使いやすくする

申請や契約などの事務手続きをわかりやす

くする .

特にない

その他

無回答

身体障がい（n=143）

知的障がい（n=192）

精神障がい（n= 45）

指定難病 （n=  2）

小児慢性特定疾病

（n= 23）

手帳未所持（n= 99）

障がい者
身体に障がいのある人について、さらに障がいの種類別にみても、具体的な選択項目においては、大きな差異はありません。
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通院するときに支援をしてくれる人がいない

専門的な治療を行う医療機関が身近にない

専門的なリハビリができる機関が身近にない

ちょっとした病気やけがのときに受け入れて

くれる医療機関が身近にない .

気軽に往診を頼める医師がいない

歯科診療を受けられない

医療費や交通費の負担が大きい

特にない

その他

無回答

身体障がい（n=143）

知的障がい（n=192）

精神障がい（n= 45）

指定難病 （n=  2）

小児慢性特定疾病

（n= 23）

手帳未所持（n= 99）


単位：％

	区
分
	通院するときに支援をしてくれる人がいない
	専門的な治療を行う医療機関が身近にない
	専門的なリハビリができる機関が身近にない
	ちょっとした病気やけがのときに受け入れてくれる医療機関が身近にない
	気軽に往診を頼める医師がいない
	歯科診療を受けられない
	医療費や交通費の負担が大きい
	特にない
	その他
	無回答

	身体障がい
	18～39歳（n=  138）
	4.3
	8.7
	6.5
	10.9
	8.0
	2.9
	10.1
	50.0
	5.1
	11.6

	
	40～64歳（n=  275）
	5.8
	4.4
	5.1
	5.1
	5.8
	2.5
	17.8
	53.1
	4.7
	12.7

	
	65歳以上（n=1,015）
	5.1
	5.2
	3.2
	2.3
	6.8
	2.2
	8.0
	55.8
	4.4
	18.2

	知的障がい
	18～39歳（n= 144）
	4.9
	9.0
	2.8
	5.6
	4.9
	2.1
	4.2
	54.9
	9.0
	16.0

	
	40～64歳（n=   79）
	5.1
	2.5
	1.3
	3.8
	3.8
	1.3
	8.9
	54.4
	5.1
	19.0

	
	65歳以上（n=   19）
	5.3
	-
	10.5
	5.3
	5.3
	5.3
	10.5
	42.1
	10.5
	21.1

	精神障がい
	18～39歳（n=   53）
	3.8
	9.4
	9.4
	3.8
	7.5
	-
	30.2
	50.9
	9.4
	5.7

	
	40～64歳（n=  126）
	5.6
	7.1
	4.0
	4.8
	9.5
	0.8
	16.7
	54.0
	5.6
	10.3

	
	65歳以上（n=   47）
	12.8
	8.5
	4.3
	6.4
	4.3
	4.3
	10.6
	44.7
	14.9
	10.6

	指定難病
	18～39歳（n=   20）
	10.0
	10.0
	-
	10.0
	5.0
	-
	35.0
	45.0
	-
	10.0

	
	40～64歳（n=   89）
	4.5
	3.4
	2.2
	4.5
	4.5
	3.4
	23.6
	60.7
	2.2
	5.6

	
	65歳以上（n=  155）
	3.9
	3.2
	6.5
	3.2
	5.8
	0.6
	14.2
	49.0
	10.3
	14.2

	手帳未所持
	18～39歳（n=   14）
	7.1
	-
	-
	-
	7.1
	-
	35.7
	57.1
	7.1
	-

	
	40～64歳（n=   18）
	11.1
	16.7
	-
	5.6
	16.7
	11.1
	11.1
	55.6
	5.6
	11.1


障がいのある児童では、「特にない」が60％以上を占めています。これ以外の具体的な選択項目の中では、「専門的な治療を行う医療機関が身近にない」が最も高くなっています。
年齢別にみても、具体的な選択項目においては、あまり差異はありません。
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特にない

その他

無回答

障 が い 児 （n=414）

身体障がい（n=143）

知的障がい（n=192）

小児慢性特定疾病

（n= 23）

障がい児
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なるべく外出したり、人と会うようにしている

栄養バランスの良い食事を取るよう心がけてい

る .

規則正しい生活を送るよう心がけている

定期的に健康診断や医師の診察を受けるように

している .

ストレスを解消するよう心がけている

特にない

その他

無回答

障がい児 （n=414）

５歳以下（n= 80）

６～11歳（n=165）

12～14歳（n= 79）

15歳以上（n= 72）


「その他」として、主に次のような記入がありました。

	区　　分
	主な内容

	身体障がい
	・ガイドヘルパーの都合がつかない

・長い時間待たされる

・手話通訳者設置（派遣）が少ない

・支援家族の負担が大きい

・障がい耳鼻咽喉科、障がい婦人科の情報がない

・専門科が多いので通院がバラバラ（回数）

・リハビリの機関が少ないので回数増ができない

・個人病院は情報が乏しく、車いすで容易に行けない

・希望する医療が「在宅医療」にはないのが困る

・介護タクシーが少ないので、なかなか利用したくてもできない

・将来、通院にタクシーを使う必要があり、その場合の費用負担が心配

・タクシー以外に公共交通手段がない

・通院のための公共交通機関がない、またはとても不便

・交通の便が悪く、近くの医院にも行きにくい
・近い将来車が運転できなくなったとき、バスや電車が使えない場所への移動手段に困る

・通院するための送迎サポートをしてほしい

・大きな病院でも雨天時に車いすを車から降ろすときに雨除けがないので困る
・病院の障害用駐車エリアが少なく、どうしても遠くに停めて歩かないといけないときがある

	知的障がい
	・ひとりで行けない

・現在は、家族に付き添ってもらい、通院(リハビリを含む)できているが、将来のことを考えると、通院が継続できるか不安

・毎回、他の人にお願いする

・リハビリ機関はあっても、利用できる回数が少ない

・障害者に不慣れな、医療機関への改善を求める

・病院の障害者用駐車場が常に満車であること

・マスクの着用ができないこと

	精神障がい
	・ヘルパーさんがつかない。家族のみの負担が大きい。

・介護する側の妻が、仕事をしながらなので、通院が大変、時間がない、道が狭い。
・医師の話を理解できない

・車に乗れなくなったら通えない

・通院するのが怖い

	指定難病
	・休日に開院していない

・家族の自家用車で送り迎えを頼むので家族の都合による

・患者が多くて待ち時間が長すぎるので疲れる

・タクシー料金が高い
・バスや電車の乗り降りが素早く動けないので辛い

	手帳未所持
	・人と話すことが苦手で、自分の症状が伝えられない
・マスクや消毒を強制されるので通院しづらい

	障がい児
	・親が送迎しないといけない

・土曜日にリハビリができる機関が少ない

・専門病院に行きたくても予約がすぐとれない

・待ち時間におとなしくできず、周囲の人が迷惑だと思う

・付き添いなど残りの家族の分も負担が大きい、入院すると仕事もできない上に医療費以外の負担が大きい

・お医者さんの言っている内容がわからない

・症状を伝えられない

・ベッドのある障がい者用トイレが少ない


（３）必要な医療的ケア

身体に障がいのある人の肢体不自由者と内部障がいのある人、指定難病患者に必要な医療的ケアについてたずねたところ、いずれも「特にない」が50％以上を占めています。これ以外の具体的な選択項目の中では、いずれも「モニター測定（血圧、心拍、酸素飽和度等）」が最も高くなっているものの、各選択項目に大きな差異はみられません。

図表３－18　必要な医療的ケア（複数回答）
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

なるべく体を動かすようにしている

なるべく外出したり、人と会うようにしている

栄養バランスの良い食事を取るよう心がけてい

る .

規則正しい生活を送るよう心がけている

定期的に健康診断や医師の診察を受けるように

している .

ストレスを解消するよう心がけている

特にない

その他

無回答

身体障がい（n=143）

知的障がい（n=192）

精神障がい（n= 45）

指定難病 （n=  2）

小児慢性特定疾病

（n= 23）

手帳未所持（n= 99）

障がい者
障がいのある児童では、「特にない」が80％程度を占めています。これ以外の具体的な選択項目の中では、「経管栄養（経鼻、胃ろう、腸ろう）」が最も高くなっています。
障がい別にみると、小児慢性特定疾病患者では、「在宅酸素療法」も最も高く、ほかの障がい等に比べても高くなっています。
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障 が い 児 （n=317）

５歳以下 （n= 73）

６～11歳 （n=129）

12～14歳 （n= 51）

15歳以上 （n= 53）

身体障がい（n=123）

知的障がい（n=166）

精神障がい（n= 32）

指定難病 （n=  2）

小児慢性特定疾病

（n= 23）

手帳未所持（n= 64）

家族の中の他の人に支援されたい

ヘルパーなどの支援により、自宅で暮らしたい

グループホームで暮らしたい

施設に入所したい

その他

無回答

年

齢

別

障

が

い

別

障がい児
（４）健康維持への取り組み
健康を維持するために取り組んでいることをたずねたところ、「なるべく体を動かすようにしている」と「規則正しい生活を送るよう心がけている」が、いずれにおいても概ね40％以上を占めています。

図表３－19　健康維持への取り組み（複数回答）
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している していない 何をしたらよいかわからない 無回答

身

体

障

が

い

知

的

障

が

い

精

神

障

が

い

障がい者
身体に障がいのある人について、さらに障がいの種類別にみると、いずれも「なるべく体を動かすようにしている」が最も高くなっています。
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身体障がい （n=671）

視覚障がい （n=167）

肢体不自由 （n=504）

知的障がい （n=244）

精神障がい （n=228）

指定難病 （n=272）

手帳未所持 （n= 35）

利用している 利用したことはあるが、現在は利用していない

利用したことはないが、今後利用したい 利用したことはなく、今後も利用しない

わからない 無回答


単位：％

	区
分
	なるべく体を動かすようにしている
	なるべく外出したり、人と会うようにしている
	栄養バランスの良い食事を取るよう心がけている
	規則正しい生活を送るよう心がけている
	定期的に健康診断や医師の診察を受けるようにしている
	ストレスを解消するよう心がけている
	特にない
	その他
	無回答

	身体障がい
	18～39歳（n=  138）
	37.0
	29.0
	42.0
	47.8
	29.0
	32.6
	10.1
	2.9
	5.1

	
	40～64歳（n=  275）
	50.9
	24.7
	41.1
	40.4
	37.5
	32.7
	8.4
	1.5
	5.5

	
	65歳以上（n=1,015）
	57.7
	24.5
	41.4
	41.8
	46.5
	19.8
	8.0
	2.1
	6.5

	知的障がい
	18～39歳（n= 144）
	44.4
	24.3
	41.7
	50.0
	25.7
	22.9
	11.1
	3.5
	9.0

	
	40～64歳（n=   79）
	35.4
	20.3
	27.8
	44.3
	39.2
	12.7
	12.7
	5.1
	8.9

	
	65歳以上（n=   19）
	63.2
	10.5
	36.8
	26.3
	36.8
	10.5
	-
	-
	10.5

	精神障がい
	18～39歳（n=   53）
	32.1
	35.8
	35.8
	50.9
	35.8
	49.1
	15.1
	7.5
	1.9

	
	40～64歳（n=  126）
	48.4
	27.0
	39.7
	46.8
	29.4
	31.7
	14.3
	2.4
	3.2

	
	65歳以上（n=   47）
	27.7
	10.6
	23.4
	25.5
	31.9
	8.5
	21.3
	14.9
	6.4

	指定難病
	18～39歳（n=   20）
	30.0
	15.0
	40.0
	40.0
	40.0
	35.0
	10.0
	-
	-

	
	40～64歳（n=   89）
	60.7
	23.6
	49.4
	46.1
	48.3
	31.5
	6.7
	2.2
	2.2

	
	65歳以上（n=  155）
	68.4
	29.7
	44.5
	41.9
	47.1
	21.9
	3.9
	5.8
	5.8

	手帳未所持
	18～39歳（n=   14）
	28.6
	21.4
	28.6
	50.0
	21.4
	21.4
	14.3
	14.3
	-

	
	40～64歳（n=   18）
	50.0
	16.7
	44.4
	66.7
	27.8
	22.2
	5.6
	-
	11.1


障がいのある児童では、「規則正しい生活を送るよう心がけている」が50％以上を超えて最も高く、次いで、「なるべく体を動かすようにしている」と「栄養バランスの良い食事を取るよう心がけている」が30％台となっています。
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利用している 利用したことはあるが、現在は利用していない

利用したことはないが、今後利用したい 利用したことはなく、今後も利用しない

わからない 無回答

障がい児
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利用している 利用したことはあるが、現在は利用していない

利用したことはないが、今後利用したい 利用したことはなく、今後も利用しない

わからない 無回答

障
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別

年

齢
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「その他」として、主に次のような記入がありました。

	区　　分
	主な内容

	身体障がい
	・ウォーキング

・ストレッチをしている

・ショート、デイを利用してたくさんの人とふれあう

・ストレスをためないように心がけている

・便秘の改善、リハビリ、口腔内ケア

・転倒しないように心がける

・無理をしないようにしている

・体調管理

	知的障がい
	・趣味を大切にする

・歯をしっかりみがき、ケアするようにしている。

・毎日を笑顔ですごす

・太らないように気を付けている

	精神障がい
	・散歩

・口腔ケア

・睡眠をしっかりととる

・なるべく人と関わらないようにしている

	指定難病
	・散歩

・歩くこと、自転車に乗ること

・趣味を続けるなど

・デイサービス、訪問リハビリの利用

・在宅リハビリを使用している

・休日は、身体を休める

	手帳未所持
	・無理をし続けない

・添加物や薬を可能な限り避ける

	障がい児
	・スキンシップやアイコンタクトを意識してとる

・定期的にリハビリを受ける

・家族、学校、サービスで人と密に知り合い、笑顔で接し合うようにしている

・好きな物を食べる


５．生活費

生活費の収入源としては、身体に障がいのある人と指定難病患者では「障害年金以外の年金」、知的・精神に障がいのある人では「障害年金」、手帳未所持者では「就労（賃金、営業収入等）」が、それぞれ最も高くなっています。なお、「就労（賃金、営業収入等）」を収入源としているのは、身体に障がいのある人で20.6％、知的障がいのある人で37.7％、精神に障がいのある人で30.7％、指定難病患者で32.4％、手帳未所持者で60.0％です。

図表３－20　生活費の収入源（複数回答）
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2.0 
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障 が い 児 （n=414）

５歳以下 （n= 80）

６～11歳 （n=165）

12～14歳 （n= 79）

15歳以上 （n= 72）

身体障がい（n=143）

知的障がい（n=192）

精神障がい（n= 45）

指定難病 （n=  2）

小児慢性特定疾病

（n= 23）

手帳未所持（n= 99）

利用している

利用したことはあるが、現在は利用していない

利用したことはないが、今後利用したい

利用したことはなく、今後も利用しない

利用したくても、通うことができず利用できない

わからない

無回答

年

齢

別

障

が

い

別

障がい者
身体に障がいのある人について、さらに障がいの種類別にみても、いずれも「障害年金以外の年金」が最も高くなっています。
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～39歳（n=  138）

40～64歳（n=  275）

65歳以上（n=1,015）

18～39歳（n=  144）

40～64歳（n=   79）

65歳以上（n=   19）

18～39歳（n=   53）

40～64歳（n=  126）

65歳以上（n=   47）

18～39歳（n=   20）

40～64歳（n=   89）

65歳以上（n=  155）

18～39歳（n=   14）

40～64歳（n=   18）

持ち家 借家 市営・県営住宅

グループホーム 入所施設 高齢者向けの入居・入所施設

その他 無回答

身

体

障

が

い

知

的

障

が

い

精

神

障

が

い

指

定

難

病

（注）１％未満の数値は省略しました。

手

帳

未

所

持


単位：％

	区
分
	就労（賃金、営業収入等）
	預金・貯金
	同居家族の扶養
	仕送り
	障害年金
	障害年金以外の年金
	特別障害者手当
	生活保護
	その他
	無回答

	身体障がい
	18～39歳（n=  138）
	47.1
	8.7
	43.5
	1.4
	49.3
	-
	10.1
	2.2
	1.4
	2.9

	
	40～64歳（n=  275）
	49.5
	11.3
	21.5
	0.7
	44.0
	2.9
	3.3
	6.9
	1.8
	4.4

	
	65歳以上（n=1,015）
	9.1
	28.7
	15.8
	0.7
	15.3
	52.0
	1.5
	5.4
	7.0
	5.1

	知的障がい
	18～39歳（n= 144）
	41.0
	5.6
	51.4
	0.7
	61.8
	-
	7.6
	3.5
	-
	6.3

	
	40～64歳（n=   79）
	39.2
	6.3
	25.3
	1.3
	72.2
	5.1
	3.8
	2.5
	3.8
	2.5

	
	65歳以上（n=   19）
	10.5
	15.8
	15.8
	-
	63.2
	10.5
	5.3
	10.5
	10.5
	5.3

	精神障がい
	18～39歳（n=   53）
	49.1
	13.2
	34.0
	1.9
	50.9
	1.9
	5.7
	1.9
	-
	-

	
	40～64歳（n=  126）
	32.5
	12.7
	25.4
	1.6
	54.0
	4.0
	-
	15.1
	4.0
	1.6

	
	65歳以上（n=   47）
	6.4
	25.5
	17.0
	-
	40.4
	40.4
	6.4
	10.6
	12.8
	-

	指定難病
	18～39歳（n=   20）
	75.0
	15.0
	40.0
	-
	10.0
	-
	-
	5.0
	-
	-

	
	40～64歳（n=   89）
	57.3
	15.7
	34.8
	-
	7.9
	5.6
	-
	2.2
	-
	3.4

	
	65歳以上（n=  155）
	11.6
	36.1
	18.1
	1.3
	5.8
	54.8
	1.9
	1.3
	9.0
	4.5

	手帳未所持
	18～39歳（n=   14）
	50.0
	28.6
	64.3
	-
	-
	-
	-
	7.1
	-
	-

	
	40～64歳（n=   18）
	61.1
	27.8
	44.4
	-
	5.6
	-
	-
	22.2
	5.6
	-


６．成年後見制度

判断することが困難な人などの権利を守るため、財産の処分や管理などの法律行為に関する援助などを行う成年後見制度の利用状況等について、「利用している」は、知的障がいのある人で2.5％、精神に障がいのある人で6.1％にとどまり、「利用したことはないが、今後利用したい」は、知的障がいのある人で23.4％、精神に障がいのある人で11.4％となっています。一方、「制度のことがよくわからない」は、知的障がいのある人で38.1％、精神に障がいのある人で49.6％を占めています。
図表３－21　成年後見制度の利用状況等
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18～39歳（n=  138）

40～64歳（n=  275）

65歳以上（n=1,015）

18～39歳（n=  144）

40～64歳（n=   79）

65歳以上（n=   19）

18～39歳（n=   53）

40～64歳（n=  126）

65歳以上（n=   47）

18～39歳（n=   20）

40～64歳（n=   89）

65歳以上（n=  155）

18～39歳（n=   14）

40～64歳（n=   18）

自宅（家族等と同居） 自宅（ひとり暮らし） グループホーム

入所施設 高齢者向けの入居・入所施設 その他

無回答

身

体

障

が

い

知

的

障

が

い

精

神

障

が

い

指

定

難

病

（注）１％未満の数値は省略しました。

手

帳

未

所

持

障がい者
「その他」として、主に次のような記入がありました。

	区　　分
	主な内容

	知的障がい
	・将来に向けて考えたい
・必要に迫られたら、利用したい

・あまりよいイメージがない
・今後のことはわからない

・わからない

	精神障がい
	・利用したことはないが、制度の問題点をよく考えた上で判断したい
・まだよくわからない


７．生活満足度

現在の生活の満足度をたずねたところ、「満足している」と「どちらかといえば満足している」を合わせた《満足》は、身体に障がいのある人では65.1％、知的障がいのある人では68.9％、精神に障がいのある人では49.6％、指定難病患者では72.4％、手帳未所持者では51.4％となっています。一方、「満足していない」と「どちらかといえば満足していない」を合わせた《不満》は、身体に障がいのある人では14.6％、知的障がいのある人では9.8％、精神に障がいのある人では24.5％、指定難病患者では11.8％、手帳未所持者では34.3％となっています。いずれにおいても、《満足》は《不満》を大きく上回っているものの、《満足》において最も高い指定難病患者と最も低い精神に障がいのある人とでは20ポイント以上の差があります。
図表３－22　生活満足度
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3.8

16.7
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5.6

3.0

10.5

2.4

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～39歳（n=  115）

40～64歳（n=  241）

65歳以上（n=  786）

18～39歳（n=   99）

40～64歳（n=   53）

65歳以上（n=    6）

18～39歳（n=   47）

40～64歳（n=  108）

65歳以上（n=   33）

18～39歳（n=   19）

40～64歳（n=   85）

65歳以上（n=  133）

18～39歳（n=   13）

40～64歳（n=   14）

だれの支援も受けないで暮らしていきたい

家族の支援で暮らしたい

在宅サービスや通所サービスを利用して暮らしたい

その他

無回答

身

体

障

が

い

知

的

障

が

い

精

神

障

が

い

指

定

難

病

手

帳

未

所

持

障がい者
《満足》を年齢別にみると、指定難病患者の40～64歳（83.1％）が最も高い一方、手帳未所持者の18～39歳（35.7％）が最も低くなっています。
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65歳以上（n=1,015）

18～39歳（n=  144）

40～64歳（n=   79）

65歳以上（n=   19）

18～39歳（n=   53）

40～64歳（n=  126）

65歳以上（n=   47）

18～39歳（n=   20）

40～64歳（n=   89）

65歳以上（n=  155）

18～39歳（n=   14）

40～64歳（n=   18）

ほぼ毎日 週２回以上 月３～４回

月１～２回 ほとんど通院しない その他

無回答

指

定

難

病

精

神

障

が

い

知

的

障

が

い

身

体

障

が

い

手

帳

未

所

持


障がいのある児童では、「満足している」と「どちらかといえば満足している」を合わせた《満足》は80.0％と非常に高い一方、「満足していない」と「どちらかといえば満足していない」を合わせた《不満》は7.5％と低くなっています。
《満足》を年齢別にみると、年齢が高いほど低い傾向にあります。
《満足》を障がい別にみると、身体に障がいのある児童では76.3％、知的障がいのある児童では76.6％、精神に障がいのある児童では66.6％、小児慢性特定疾病患者では91.3％、手帳未所持者では84.9％となっています。最も高い小児慢性特定疾病患者と最も低い精神に障がいのある人とでは20ポイント以上の差があります。
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65歳以上（n=   47）

18～39歳（n=   20）

40～64歳（n=   89）

65歳以上（n=  155）

18～39歳（n=   14）

40～64歳（n=   18）

満足している どちらかといえば満足している

どちらかといえば満足していない 満足していない

どちらともいえない 無回答
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持

障がい児
20

